
（様式）

達成度

評価対象 評 価 項 目 具 体 的 数 値 項 目
自己
評価

外部ア
ンケー
ト等

総合

①情報発信の方法・内容・頻度について保護者や地域の方の８
０％以上から満足を得ている。

・教頭
・進路指導主事
　学年主任
・教育情報係

・渉外部長

・学校全体の行事の様子について、学校便りを随時発行する。
・進路便りや学年通信は月１回発行する。

・学校生活の様子や外部への情報提等については随時Webページに掲
載する。
・年２回ＰＴＡ新聞を発行し、保護者や関係機関へ配付する。

Ａ Ａ Ａ

・学校行事等に応じて平均月１回のペースで学校だよ
りを発行した。各学年や学校全体の行事の様子を伝え
るため、画像を多用した。
・進路便りや学年通信を月１回のペースで月末に発行
し、合計１２回ずつ発信することができた。
・学校行事の様子について、担当を割り振ることで随
時Webページの更新を行うことができた。
・年２回のPTA新聞を発行して保護者や関係機関へ配
付することで、本校のPTA活動の内容を伝えることが
できた。

・学校だよりが月に1回のペースで出されたことは良かった。画像も保
護者にとってはわかりやすく良いと思われる。また、学校だよりから
は、各学年や学校全体の行事の様子がよく伝わってきた。
・進路だよりや学年通信も12回発信できたのは素晴らしいと思う。
・Webページの更新が行えていることは大切。
・更新したら「更新しました。見てください」等、メールか何かで伝え
ることも検討したら良いのではないか。あるいは、生徒全員が持ってい
るiPadをうまく活用しても良いのではないか。
・PTA新聞も2回発行して活動内容が伝えられたことは良かった。
・PTA活動の内容を保護者や関係者に伝えることができている。

・必要な情報を厳選し、各種便りで生
徒の学校生活の様子を発信する。ま
た、多くの方に向けた発信の方法とし
て、Webページの活用を促進する。

②学校公開や学校見学会の内容について保護者や地域の方の８
０％以上から満足を得ている。

・かえで祭実行
委員長

・教務主任

・進路指導主事

・令和５年度に新型コロナウイルス感染症が５類感染症へ移行した
ことを考慮しつつ、令和５年度と同規模程度に１１月にかえで祭を
開催する。
・中学３年生を対象に、学校見学会や産業科授業体験会等を実施
し、適切な進路選択ができるよう情報を提供する。中学１、２年の
生徒には、希望があれば適宜個別に学校見学を行う。
・５月に５日間（１学年）、６月に５日間（２、３学年）、１０月
に３日間（全学年）の授業公開日を設定して在校生保護者に授業の
様子を見てもらう。
・今後の実習先や進路先開拓のため、ハローワークと連携して、企
業採用担当者学校見学会を実施する。

Ａ Ａ Ａ

・かえで祭では、受付や企画会場入り口にアルコール
除菌スプレー等を設置し、令和５年度と同規模程度に
かえで祭を開催した。来場者数は昨年より増加し大変
盛況で、展示や販売について好評だった。
・中学３年生を対象に行った２回の学校見学会と臨時
の学校見学会では、生徒、保護者、教員合わせて１８
７名の参加があった。本校を第一希望の中学３年生を
対象に行った産業科授業体験会と臨時の産業科授業体
験会では、生徒、保護者、教員合わせて８９名の参加
があった。昨年度比１.５～２倍増の参加者数であっ
た。
・2月7日に県労働政策課及びハローワークと連携し
て、企業採用担当者学校見学会を実施した。昨年度と
同様に２６社４５名が参加し、数社が次年度の新規現
場実習先の候補となった。

・かえで祭が盛況で、展示や販売が好評なのは良かった。
・かえで祭では、学校・ＰＴＡ・保護者が協力し、前年度より多くの来
場者を迎えることができ、生徒たちも当日までの準備や、当日の販売な
ど、普通の授業でできない経験ができた。
・学校見学会が3回開けて、体験会に多くの生徒が参加できたことは良
かった。
・企業採用担当者が学校の見学に来て、次年度の実習先が増えたことは
良かった。
・伊勢崎特別支援学校に高等部ができることを聞いたが、今後、伊勢崎
高等特別支援学校としての特色を出していく必要があるのではないか。

・地域の方々や入学希望者、卒業生な
ど多くの方が来場しやすいかえで祭を
開催する。
・学校見学会や産業科授業体験会につ
いて、来年度も参加者数によって、日
程を別日に設けるなどの対応をした
い。
・企業採用者学校見学会について、来
年度も２０名の参加を目指して新規開
拓を行っていきたい。

③保護者や関係機関との話し合いの方法・内容・頻度につい
て、保護者の８０％以上から満足を得ている。

・担任

・各学年主任

・教務主任
　１学年担任
・教務主任
　3学年担任

・本人及び保護者のニーズを把握するために保護者との個別面談を
実施し、個別の教育支援計画の作成に生かす。また、現場実習の前
後でも個別面談を実施し、実習の評価や反省、今後の課題について
確認する。
・学期に１回程度学年保護者会を実施し、学校やクラスの様子を伝
え情報交換を行う。
・８月に中高連絡協議会を実施し、新入生の入学後の様子を出身中
学校へ伝える。
・新入生への指導支援がスムーズに継続されるよう、中学校の卒業
式後に入学予定者移行連絡会を実施し、中学校と情報交換する。ま
た、３月末には入学予定者の保護者とも個別面談を実施する。

Ａ Ａ Ａ

・適宜、個別面談時に保護者と個別の教育支援計画や
実習について確認することができた。
・学校生活の様子、実習の詳細な情報、学年行事の説
明など様々な事柄を話題にして保護者会を実施するこ
とができた。質問等も受け、情報交換も行った。
・８月１日に実施した中高連絡協議会では、１年生の
出身中学校１１校中１０校の参加があり、有意義な情
報交換を行うことができた。

・個別の教育支援計画を保護者と確認できたことは良かった。
・個別面談では学校での子供の様子や実習先の情報などこまかく聞くこ
とができ、心配事や悩み事などを相談できる環境が整っていた。
・保護者会を実施して情報交換を行うことは大切である。
・中高連絡協議会の参加率が高く、情報交換を行えたことは良かった。

・１２月の面談週間は進路部と情報交
換しながら日程を決めるとよい。（2・
3年）
・中高連絡協議会を８月１日開催にし
てから参加校が増えたので来年度も８
月１日に開催したい。

④地域住民や地域の学校との交流を通した学びの支援につい
て、地域住民や保護者８０％以上から満足を得ている。

・地域交流係 ・伊勢崎興陽高校との交流では、指導者間の事前打合せを密に行
い、お互いが学び合える交流活動にしていく。
・境公園愛護会の一員として、境公園の環境美化活動を行う。
・読み聞かせのにじの会との交流では、一緒に季節の歌を歌ったり
紙芝居を楽しんだりして豊かな情操を育む。普通科全学年の生徒が
参加し、年２回実施する。
・元町ゲートボールクラブとの交流では、ゲートボールゲームを通
して地域の方々とふれあう経験をし、豊かな人間形成を図る。

Ａ Ａ Ａ

・伊勢崎興陽高校との交流では、指導者間の事前打合
せを綿密に行い、学び合える交流活動にしていく。
・地域住民との交流を目的としたにじの会の読み聞か
せや、境公園愛護会との環境美化活動の交流では、状
況に合わせて実施方法や活動人数を検討し、継続して
行うことができるようにする。

・伊勢崎興陽高校との交流活動において指導者間で綿密な事前打ち合わ
せを行うことは大切である。
・地域の方々との交流を通して色々な事を学ぶことができた。
・地域住民との交流は生徒の社会参加として重要である。これからも持
続させてほしい。
・地域福祉施設の「くわのみまつり」に参加していただき良かったで
す。地域に根ざした取組はとても大切なことだと思います。施設として
も社会に出るための準備をする学習場所を提供していきたい。

・来年度も伊勢崎興陽高校、にじの
会、境公園愛護会、元町ゲートボール
クラブとの交流を、状況に合わせて実
施方法や活動人数等を検討し行いた
い。

⑤地域の幼・小・中・高等学校等の相談・支援に９０％以上応
じている。

・専門アドバイ
ザー

・要請に応じて中部エリアの高校に巡回相談を実施するとともに、
メールや電話、オンラインによる相談も実施し助言を行う。
・本校がセンター的機能を担っていることを周知していただけるよ
うホームページを工夫する。
・専門アドバイザー利用の方法として外部専門家派遣やケース会議
の進行等もできることを伝える。

Ａ Ａ

・今年度は、中部エリアの高校からの相談依頼の他
に、中学校からの進路相談も何度か受け、１００％応
じることができた。
・「センター的機能について」のリーフレットを作成
し、ホームページに掲載した。

・中学や高校からの相談依頼をすべて受けられたことはとても良かっ
た。
・センター的機能のリーフレット作りとHPへの掲載は次年度の相談件数
の増加につながると予想される。

・引き続き、相談依頼に１００パーセ
ント応じるとともに、助言内容の充実
に努める。
・リーフレットを定期的に見直す。

⑥地域の学校に対して特別支援教育に関する情報提供を行い、
方法・内容・頻度について関係者の方の８０％以上から満足を
得ている。

・専門アドバイ
ザー

・特別支援教育に関する情報を「アドバイザー通信」の形でまと
め、定期的に発行する。
・依頼に応じて校内研修等で研修を行う。

Ｃ Ｃ

・中部地区の普通高校向けに「アドバイザー通信」を
12月に発行した。
・校内研修の依頼には100パーセント応じている。
・学校評価のアンケートの項目で、学校外の学校職員
に向けた講演会を実施しているかどうかの項目があ
り、今年度行っていないため、このような評価になっ
た。

・アドバイザー通信の発行はこれからも続けてほしい。
・校内研修の依頼をすべて受けていることは素晴らしい。
・できるならば、学校外の職員に向けた講演会も実施できるとよかっ
た。

・「アドバイザー通信」を定期発行化
する
・講演会だけにこだわらず、中部エリ
アの各学校の特別支援教育コーディ
ネーターを対象とした研修会や事例検
討会を計画する。
・アンケート項目を検討する。

⑦個別の指導計画の作成方法や内容について保護者の８０％以
上から満足を得ている。

・教育相談係

・各学年主任

・研修係

・アセスメントの実施を通して、アセスメントの結果を個別の指導
計画作成時の参考資料とする。
・アセスメントの実施を通して、一人一人の学習課題などの実態を
把握し、アセスメントの結果を資料として個別の指導計画検討会を
学年毎に年間２回実施して、指導支援のあり方や今後の課題につい
て話し合う。
・ＴＴＡＰの活用に係る研修会を年１回実施する。

Ａ Ａ Ａ

・アセスメントの結果は個別の指導に大変役立った。
それを活用して作成した自立活動の目標は2回の検討
会で他のクラスの担任とも情報を共有し、改善するこ
とができた。
・年度当初にＴＴＡＰの活用に係る研修を実施し、個
に応じた指導への活用について共通理解を図った。

・アセスメントの結果を個別指導に役立てられてことは良かった。
・自立活動の目標をグループ内の教員で共通理解することは大切です。

・職員異動があることも踏まえ、来年
度もＴＴＡＰの活用等、アセスメント
の研修を実施する。
・生徒１人１人の課題を把握する為、
引き続き、個別の指導検討会を実施す
る。

⑧「個別の教育支援計画」の内容について保護者の８０％以上
から満足を得ている。

・担任

・各学年主任

・家庭と学校で連携して指導支援ができるよう、個別の教育支援計
画について個別面談で保護者と目標・内容を確認する。
・一人一人の目標や課題についてこまめに修正・確認する。
・個別の教育支援計画のねらいについて教職員間で共通理解を図
る。

Ａ Ａ Ａ

・個別の教育支援計画を個別面談で保護者と目標・内
容を確認することによって、学校と家庭が共通理解の
元、指導支援を行うことができた。

・個別の教育支援計画を家庭と確認できたことは良かった。これからも
継続してほしい。

・来年度も、学年保護者会や面談等で
保護者への丁寧な説明をし、学校と家
庭が共通理解できるようにする。

⑨教員相互の授業参観や研究協議会等の研修会を年１０回以上
開催し、指導力の向上に努めている。

・研修係 ・ＩＣＴ活用についての実践発表の研修を行う。
・グループを編成し、授業実践を互いに見合うとともに、校長参観
授業の機会も利用し、一人１授業以上の実践、２授業以上の授業参
観を行い、直接またはGoogleフォームを活用して意見交換をする。

Ａ Ａ

・ＩＣＴ活用について、情報の共有や編集、生徒への
提示資料の作成等の研修を行った。
・上記を含め、授業参観や授業検討会、実践報告会等
の研修を行った。

・ICT研修を行うことは大切。 ・情報技術の革新に対応する為、引き
続きＩＣＴ活用の研修を行う。
・教員の指導力向上のため、授業実践
に係る研修を引き続き実施する。

群馬県立伊勢崎高等特別支援学校 学校評価一覧表（令和６年度版）

方　　　　策

Ⅱ  地域の特別支援に
関するセンター的な役
割を果たしています
か。

Ⅲ  幼児児童生徒一人
一人の実態に応じた適
切な指導をしています
か。

達成状況の分析 学校関係者評価 次年度の課題

羅 針 盤
関係する
分掌等

Ⅰ　幼児児童生徒の地
域における豊かな生活
の実現に向けて努めて
いますか。

点検・評価

１  保護者、地域、関係機関に学校
の教育活動について、具体的に伝え
ていますか。

２　保護者、地域、関係機関との共
通理解が深まり、有効な支援が行わ
れていますか。

３　障害のある幼児児童生徒の教育
について、助言援助に努めています
か。

４　個に応じたきめ細かな指導を
行っていますか。

５　指導内容の確実な定着を図る授
業が行われていますか。



⑩個に応じたコミュニケーション力の向上を目指す取組につい
て、保護者の８０％以上から満足を得ている。

・学習指導係

・国語主任

・各学年主任
　実習係

・各授業において、あいさつ、返事、連絡、報告をしっかりするこ
とを教職員間で共通理解を図る。また、生徒同士の話し合い、質疑
応答の場面を設定し、生徒が自分の意見を発表する機会を設ける。
・国語では、俳句作りを推奨し、生徒が自己表現をしたり、意見を
発表したりする機会を多く作る。
・学年集会や現場実習激励会等、大勢の人の前での発表の機会を設
ける。

Ａ Ａ Ａ

・季節の機微をとらえて俳句を作る活動や、発表する
ことを通して、自己表現の機会を増やすことができ
た。
・国語の俳句作りでは、上毛ジュニア俳壇へ応募した
り、かえで祭で掲示したりすることによって生徒の励
みになり、より積極的に自己表現しようとする態度が
みられた。
・激励会を実習前に設け、自分の思いを他者へ伝える
経験を積み重ねた。

・いろいろな形で自己表現を行えることはこれからの社会生活を考える
上でも重要なことである。
・俳句を作る授業を通し、季節の言葉や行事などを自然と覚えることが
できた。
・人前で自分の意思や思いを発表する機会を作ってくれた。

・来年度も引き続き国語の授業で俳句
作りを行い、生徒が自己表現しようと
する態度を養っていきたい。

６　健康に関する配慮や対応を適切
に行っていますか。

⑪生徒一人一人の基本的生活習慣や健康上の配慮について、保
護者の８０％以上から満足を得ている。

・養護教諭
　保健主事

・担任

・月に１回保健便りを発行する。
・定期健康診断の結果を速やかに各家庭に通知する。
・疾病保有生徒の保護者との情報交換を密に行い、処置方法につい
て共通理解を図る。
・毎日の連絡ノートで保護者と情報交換し、生徒の健康状態の把握
に努める。

Ａ Ａ Ａ

・保健便りを発行し健康に関する情報提供を行った。
・定期健康診断で異常が見つかったが未受診の生徒に
対し、再度通知して受診を促した。
・疾病保有生徒の健康状態について、随時保護者との
情報交換を行った。

・保健便りを定期的に発行して、健康に関する情報提供を行うことは大
切である。

・健康上の配慮が必要な生徒に対し、
緊急時の対応や救急処置について職員
全体で共通理解を図れるよう研修を実
施する。

７　危機管理体制が確立され、緊急
時への備えができていますか。

⑫緊急時の対応策について保護者の８０％以上から満足を得て
いる。

・防火防災係

・防火防災係
 担任

・地震対応避難訓練、不審者対応避難訓練を年度内に１回ずつ,火災
対応避難訓練を年度内に２回実施する。
・訓練を行う前に対応マニュアルや実施要項を読むことを職員に呼
びかけ、生徒が安全に避難できるようにする。
・避難経路や避難の仕方、避難の際の注意点等について、クイズや
資料を準備し各クラスで指導を行い、日頃から緊急時対応について
生徒と確認しておく。
・学期初めに非常用食料を持ってきてもらい、学期末には家に持ち
帰り賞味期限、消費期限を確認してもらう。

Ａ Ａ Ａ

・今年度は地震対応避難訓練、不審者対応避難訓練を
１回ずつに加えて火災対応避難訓練を２度実施した
（1度目は地震避難訓練と抱き合わせ）実施した。
・訓練の振り返りを具体的に行いマニュアルと比較し
た。
・教材についてフォルダ内にまとめ閲覧可能にした。
・非常用食料の消費期限の確認を各学期ごとに行っ
た。

・予定通り、避難訓練などを実施していた。
・避難訓練を普段から真剣に行うことは生徒の防災への意識を高める上
でとても大切である。
・不審者情報などをメールで保護者に発信している。

・各教室にある避難経路の有効活用が
成されるように呼びかける。
・避難訓練の必要性を知らせるため
に、ビデオや演示を用いるなどして振
り返り方が深まるようにする。

⑬交通安全など身を守る指導について、保護者の８０％以上か
ら満足を得ている。

・交通安全係 ・駅指導や通学指導を行い、電車内や駅でのマナーを指導して、公
共の交通機関を利用する上での注意喚起をする。
・学期毎に交通安全教室を行い、自転車の乗り方や歩行場所、道路
の横断の仕方について指導する。
・保護者と協力してマナーアップﾟ運動を実施する。 Ａ Ａ Ａ

・公共交通機関の利用時は安全に留意することやマ
ナーを守ることを交通安全教室等で指導を行った。全
体的にマナーを守る意識が身についてきている。
・マナーアップ運動については昨年より参加いただけ
る保護者が増えたので継続して連携を図っていきた
い。

・公共交通機関での利用マナーが身についてきたのは毎年の成果が表れ
てのことと思う。
・交通安全教室などで、自転車の乗り方や道路の横断などの指導を行っ
ている。
・サドルの高さやブレーキのかけ方など、細かなことは気を配ってくれ
た。
・保護者のマナーアップ運動への参加が増えているのは、学校への支援
が増えている証である。

・交通安全教室を１学期と２学期に
行っているが、毎年炎天下での実施と
なっているため、生徒の体調には十分
に留意して実施していきたい。

⑭いじめの未然防止の取組について、保護者の８０％以上から
満足を得ている。

・特別活動係

・生徒指導主事

・生徒会とHR委員を中心に、4月･10月･2月の年3回あいさつ運動を実
施する。
・いじめに関するアンケート調査を実施し、調査結果を教職員間で
共有し全員で対応する。
・いじめ対策委員会を頻繁に開き、生徒情報の共有を行い、いじめ
の未然防止及び早期対応に取り組む。
・いじめ防止に関わる活動について、学校HPや通信等で保護者に情
報発信を行う。

Ａ Ｂ Ｂ

・生徒会役員が自分で考えたり選んだりしたいじめ防
止標語を、毎月昼の放送で紹介した。
・人間関係アンケートの結果をいじめ対策委員会にて
報告し、対応策等を話し合った。
・学校HPに本校のいじめ防止に関する生徒の活動の様
子を掲載し、紹介した。
・毎月いじめ対策委員会を開き、いじめの経過報告や
生徒の情報共有を行った。

・毎月、いじめ対策委員会を開催して、情報共有を行っていることはと
ても大切なことである。
・iPadは生徒全員が持っているので、心のアンケートなど、生徒が考え
ていることを拾い上げるなど活用することが、評価Ｂの解消につながる
のではないか。
・ＳＮＳでやり取りしたい時代で、企業でもスマホトラブルがある。き
ちんとした大人に育てていくよう取り組んでいかなければならない。

・方策としては今年度と同様の活動を
行っていきたい。そして新たに、いじ
め防止に関する指導例やポイントな
ど、具体的な情報発信を検討したい。

９　キャリア教育の視点から、指導
内容を整理して系統的な指導を行っ
ていますか。

⑮社会生活に必要な力が段階的に身に付いていると感じている
保護者が８０％以上いる。

・学習指導係

・普通科主任

・総合主任

・担任

・キャリア教育全体計画の見直しを行う。また、一人一人のキャリ
ア発達に基づいて授業実践をする。
・普通科では遠足を企画し、クラスでは学校周辺の公共施設や商店
の利用を通じて校外活動の充実を図る。
・総合的な探究の学習テーマ「地域を知る」「職業を知る」「自分
を知る」について、自分との関わりの中で学習を進められるように
する。
・卒業後の生活を想定し、生徒自身が主体的に活動できるような校
外活動等を企画していく。

Ａ Ａ Ａ

・普通科では、生徒の実態に応じ、電車やバス等の公
共交通機関や図書館等の公共施設・学校周辺の商店を
利用する校外活動を複数回実施した。
・「地域を知る」をテーマに、３学年は伊勢崎銘仙の
学習に取り組み、伊勢崎銘仙の魅力を知ることができ
た。２学年は宮大工の方の講話や実演を見て、現代の
名工について学習することができた。

・地域について知る活動で、伊勢崎銘仙の魅力を知ることができたり、
宮大工の実演を見る学習ができたことは生徒にとってとても良い学習が
できたと思う。
・楽しく学習する工夫がされている。「地域を知る」をテーマの伊勢崎
銘仙の学習では、伊勢崎銘仙の着物を自分で選び、それを着てファッ
ションショーなどを行い、楽しく地域の事を知ることができた。

・３ヶ年に渡る学習計画を立てること
はなかなか難しいが、生徒にとってと
ても良い学習であるので、できれば来
年度入学生から学習計画を立てたいと
考えている。

⑯進路情報の提供や関係機関との連携について、保護者の８
０％以上から満足を得ている

・進路指導主事 ・学年保護者会では、就労や福祉施設利用に向けた手続きや過程を
図示化して、プロジェクターを用いて提示したり、資料をカラーに
したりするなどしてわかりやすく進路情報を伝える工夫をする。
・群馬県心身障害者福祉センターが年に２回発表している「群馬県
障害福祉サービス事業所利用状況」を保護者に配付し、進路選択の
参考にしていただく。
・卒業後の生活に関する保護者向け講演会（保険・年金・福祉）等
を実施する。
・移行支援連絡会議を実施し、卒業後の生活や就労がスムーズに行
くように関係機関と情報交換を行う。

Ａ Ａ Ａ

・各学年の保護者会や１０月の進路ガイダンス①等
で、就労や福祉施設利用に向けた手続きや過程を図示
化してプロジェクターを用いて提示したり、資料をカ
ラーにしたりするなどしてわかりやすく進路情報を伝
えてきた。今後の保護者会や進路ガイダンス②、各地
域の移行支援連絡会議、卒業後の生活に関する保護者
向け講演会等を実施していく。
・学年保護者会（計１０回）では、就労や福祉施設利
用に向けた手続きや過程を図示化してプロジェクター
を用いて提示したり、資料をカラーにしたりするなど
してわかりやすく進路情報を伝える工夫をして、進路
情報を発信した。
・群馬県心身障害者福祉センターが年に２回発表して
いる「群馬県障害福祉サービス事業所利用状況」を全
保護者に配付し、１年保護者会では資料を基に説明を
行い、進路選択の参考にしていただいた。
・卒業後の生活に関する保護者向け講演会（保険・年
金・福祉）を実施した。
・１１月２０日（伊勢崎市メルシー）、１２月２日
（渋川市みずさわ）に移行支援連絡会議を実施し、卒
業後の生活や就労がスムーズに行くように関係機関と
情報交換を行うことができた。

・学年保護者会が10回実施できたことは、保護者への情報提供として役
立ったと思う。また、関係機関の協力を得ての情報提供も保護者にとっ
て有用であったと思う。
・就労までの手続きや流れを保護者会で説明を受けた。
・学校が実習先の選定で、自力で通勤できるかが重要な検討項目の一つ
であると説明を受けたが、企業側も課題として捉えており、送迎等考え
ていかなければならない。
・企業として特に１年目の定着支援が難しい。本人の課題もあるが、企
業側が長い目で見て、ジョブコーチをつけるなど、育てていかなければ
ならない。本人の意思も大事。それをフィードバックするためにも、学
校、企業、本人を交えて、定期的なモニタリングや必要に応じてケース
会議などを行っていきたいので、その時は協力をお願いしたい。
・企業として、デュアルシステムや総合実習等の材料の提供など、協力
できるところは協力していきたい。

・各学年の保護者会で、その時期に必
要な内容を話していき、数回の進路ガ
イダンス等を実施したい。進路関係の
行事が円滑に進められるよう、外部機
関や関係機関、校内において関係する
部や係、学年、管理職や学科主任など
と連携を密にし、状況を把握しながら
調整し、実践していきたい。

⑰進路指導に対して保護者の８０％以上から満足を得ている。

・進路指導主事

・作業統括主任

・１学年主任

・生徒や保護者の希望と実状に合わせた職業教育、就業体験等を実
施する。
・生徒の実態やニーズを把握し、現場実習先とのマッチングを図
る。
・生徒の実態に応じて、作業種や作業工程を再検討し、作業学習や
校内実習の充実を図る。
・１学年で事業所見学を実施し、就労に向けての職業観を育成す
る。

Ａ Ｂ Ｂ

・進路先が未定の３学年の生徒は、生徒の実態やニー
ズに応じて、臨時の現場実習や事業所の見学等、調整
して実施していく。
・１学年の事業所見学では、先輩が実際に働いている
ところを見ることで、将来働くということのイメージ
が具体的に感じられた。
・生徒や保護者の希望と実状に合わせた職業教育、校
内実習、現場実習を行い、３年生は希望する進路を実
現することができた。

・進路についての色々と工夫された取り組みを学校側が提供できている
ことは素晴らしいと思う。
・地域の福祉施設として、今後も実習を受け入れていきたい。実習中の
先生方も熱心に指導されていると感じている。
・企業としても生徒を採用する上で、戦力として考えている。企業採用
担当者学校見学会の参加人数からも選択肢が増え、窓口が広がっている
印象を受ける。学生・保護者に選ばれるよう、企業としても考えていき
たい。

・その子にあった進路が実現できるよ
う、本人・保護者、外部機関や関係機
関、校内において関係する部や係、学
年、管理職や学科主任などと連携を密
にし、状況を把握しながら調整し、実
践していきたい。

Ⅳ  健康や安全の確保
に努めていますか。

Ⅲ  幼児児童生徒一人
一人の実態に応じた適
切な指導をしています
か。

Ⅴ  将来の生き方に結
びつく進路指導を行っ
ていますか。

５　指導内容の確実な定着を図る授
業が行われていますか。

８　年間を通じて、計画的な生活・
安全指導が行われていますか。

10　保護者、関係機関との連携のも
とに発達段階に応じた進路指導を
行っていますか。


